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研究成果の概要（和文）：本研究は、主に第一次世界大戦終結（1918 年）後から満州事変（1931-33

年）にかけての時期に展開された、日本の国際協調外交の形成ならびに崩壊の具体的な過程を

分析した。研究の遂行にあたっては、未公開の新出史料「内田康哉関係文書」（竜北歴史館所蔵）

を活用した。本研究によって、史料の全面的整理・保全が完了し、史料自体の出版、公開の準

備も整えることができた。 

 
研究成果の概要（英文）：This study analyzed why and how Japan’s Cooperative Diplomacy 
was formed and declined between the two Great Wars, based on the new huge collections, 
UCHIDA Yasuya Papers. Our research group finished arranging and repairing the Papers, 
and is ready for publishing the Papers and helping the archives opening them to the public. 
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１．研究開始当初の背景 

日本は、第一次世界大戦終結後から満州事
変にかけての時期に、それまでの帝国主義的
な勢力拡張政策を修正し、国際協調外交を展
開した。この両大戦間期における日本の国際
協調外交については、これまで多数の研究が
積み重ねられてきた。 

 
 しかしながら、なぜ、どのようにして新た
な外交路線が形成され、挫折したのかに関し
て、踏み込んだ分析は、依然として十分には
行われていないように思われる。その一つの

大きな理由は、史料的制約にあった。とりわ
け、対外政策の決定過程で最も重要な役割を
果たした外相の個人史料が、体系的なものと
なるとほとんど皆無であったことが大きい。 
 

熊本県八代郡氷川町の竜北歴史資料館所
蔵「内田康哉関係文書」は、この史料的制約
を突破し得る新史料である。本研究は、本史
料の整理、保全を行うと共に、その活用を通
して、戦間期日本の協調外交の形成・崩壊過
程を具体的に解明することを目指して構想
されたものである。 
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２．研究の目的 
 本研究の目的は、以下の二点に要約するこ
とができる。 
（１）「内田康哉関係文書」の全面的な整理・
保全を行うと共に、重要度の高い史料を選定
し、翻刻・出版する。また、将来的に史料自
体を公開するための態勢を整備する。 
 
（２）上記史料を活用しつつ、戦間期日本の
協調外交の形成・崩壊過程を具体的に明らか
にする。 
 
 
３．研究の方法 
（１）本研究では、両大戦間期の日本の政
治・外交および同時代のアジア・太平洋地域
の国際関係に関し、近年精力的に研究を進め
ている研究者を分野横断的に集め、研究分担
者とした。また、本テーマに関する豊富な研
究実績を有する高橋勝浩氏に研究協力者と
して参加頂いた。 
 
（２）内田家および竜北歴史資料館からは、
研究遂行のために全面的な協力を頂いた。 
 
（３）痛みの激しい史料が多数存在したため、
専門業者と協議しながら、史料の修復・保全
措置を取った。 
 
（４）各分担者が連携しながら史料整理、共
同研究を進めるため、東京、京都、北九州、
熊本において定例研究会を開催した。 
 
（５）国立国会図書館憲政資料室、外務省外
交史料館、防衛省防衛研究所図書館などに所
蔵されている関連史料の収集・分析にも努め
た。また、イギリスの国立公文書館などにお
いても関連史料の調査を行った。 
 
 
４．研究成果 
本研究の成果は以下の通りである。 
（１）「内田康哉関係文書」の整理・保全 
三年間の研究期間を通して、同文書の整理と
保全作業を完了した。具体的には、以下のよ
うに作業を進めた。 
①文書全体を網羅する目録を作成した。 
②専門業者による補修作業および史料の保
全措置を完了した。 
③将来的な史料公開に備えるため、電子デー
タの整理を行った。 
④国立国会図書館憲政資料室と、史料のマイ
クロフィルムへの撮影、公開に向けた協議を
行い、現地での調査も実施した。 
⑤遺族のもとで新たに発見された史料の整

理、目録作成、デジタル撮影を行った。 
 
（２）資料集の公刊の準備 
「内田康哉関係文書」を学界全体の共有財産
として広く一般に提供するため、資料集とし
て公刊する準備を進めた。 
①史料の整理と並行しながら、翻刻・校訂作
業を進めた。 
②その成果の一端は、「内田康哉日記 大正
一一年」（『北九州市立大学基盤教育センター
紀要』13 号、2012 年刊行予定）、「史料紹介 
大正十二年内田康哉日記」（『軍事史学』第 48
巻第 1号、2012 年 6 月掲載予定）として刊行
予定である。 
③重要史料を網羅した『内田康哉関係文書』
の出版準備を目下進めている。 
 
（３）実証研究 
以上の史料調査を踏まえつつ、各自の分担に
従って実証研究を進めた。 
①小林は、単著『政党内閣の崩壊と満州事変』
を公刊し、戦間期の協調外交の崩壊過程を分
析した。また、1930 年代初頭の日本陸軍に関
する論文を発表すると共に、近代の日中関係
に関する論文集を編み、協調外交崩壊期の東
アジア情勢に関する論文を発表した。さらに、
明治・大正期の政軍関係についても分析を行
い、児玉源太郎の評伝や上原勇作に関する論
文を発表した。 
 
②川田、井口、森、高橋は、主に協調外交の
崩壊期について、西田は主に展開期について、
奈良岡は、主に協調外交形成の前提をなす第
一次大戦期について分析を進め、それぞれ著
書や論考を発表した。 
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